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○令和８年度入試，いよいよラストスパート！ 

 3年生の皆さん，共通テスト本当にお疲れ様でした。慣れない会場で張りつめた空気の中，これまで

の人生でも他にないほど心身ともに消耗する２日間だったと思います。あれほどの緊張に立ち向かえた

のは，皆さんが共通テストに向けて本気で努力を積み重ねてきた何よりの証です。今日の自己採点の結

果がどうであれ，「やりきった」と胸を張れるなら，まずは自分を誇ってください。 

 さて，下のカレンダーを見てください。終わりが見えなかった令和８年度入試も，残された日はわず

かです。今，最も重要なのは，自己採点の結果を冷静に受け止め，分析し，的確な出願をすることです。

このカレンダーで出願や試験日程を確認するとともに，残された時間を正しく見極め，自分の伸びを信

じて，次の一歩に生かしてください。 
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自己採点結果の提出と判定結果の閲覧はＷＥＢ上で行います。
短い期間ではありますが，年末の三者面談で担任の先生と一緒
に確認したことを振り返り，保護者の方と十分に話し合った上で，
出願先を決定しましょう。 

このカレンダーの日程を終えた後，あなたはどんな新生活に向けて準備をしているでしょうか…？ 

明るい春を想像しながら，最後の一日まで全力を尽くして駆け抜けましょう！頑張れ３７期生！！ 

具体的なポイントは 

裏面を check！ 
 

いざ勝負！ 

当日欠席者も多いため，安易な判断で諦めるの

はもったいない！最後まで粘ればチャンス！ 

２次試験に向けた切り替えの早さが大事！ 

「絶対合格」という強い意志を持ち続けて！ 

必ず事前に過去問を解き，出題傾向に合わせた対策を進めよう！ 

得意科目に磨きをかけよう！まだ伸びる！ 



 

 

 

○自己採点結果の受け止め方～出願校決定のポイントはこれだ!!～  

① 目標どおりに得点できた場合 

おおむね目標としていた点数どおりに得点できて（±20 点程度)，合格可能性がＡ・Ｂ判定ある

いは 50％以上の場合は，第一志望校の出願に向けて準備を進めましょう。 

② 目標よりかなり多く得点できた場合 

目標点を 40点ほど上回ることができると，志望校のランクアップを考える人も出てきますが，

２次科目の学力不足で不合格になるケースもあるので注意が必要です。共通テストで良い点を取っ

た人は２次での逆転を狙う人たちから追われる側になるため，油断せずにこれまで同様に努力を積

み重ねていくことが必須となります。 

※志望校をランクアップさせる際は，２次の科目・配点と自分の実力のバランスをしっかりと見極

め，担任の先生とよく相談しながら出願先を決めましょう。 

③ 目標点を大きく下回った場合 

  ２次の配点が高い大学・学部ならば，ある程度は挽回が可能です。２次力に自信があれば，２次

の配点比率が高い大学・学部を選ぶのも選択肢の一つでしょう。２次で逆転するために，まずは合

格者平均点に到達することを目標としましょう。また，場合によっては後期試験まで粘りに粘って

逆転を狙う！という気持ちを固めることも必要です。 

※前年に倍率が大幅ダウンした大学・学部は，前年の反動で志願者が集中し，予想に反して競争が

激化する可能性もあるため，要注意です。 

→ 基本的には年末の三者面談で決めていた方針に従って出願校を決定し， 

少しでも早く２次試験に向けた対策を始めよう！ 

 

 

以下，参考資料として「蛍雪時代」から抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第一志望？第二志望？の 

判断材料 

 

 

 

共通テストの 
自己採点結果 

(志望校の判定結果) 

A・B 判定でも油断は禁物 

C 判定なら慎重に判断 

D・E 判定でも可能性あり 

募集人員 

募集人員に対して，自己

採点結果の席次（位置）

から考えて合格できそ

うか？ 

志望校の過去問 

問題との相性や自分

の得点力を見極める 

前年の共通テスト得点に 
おける合否状況 

前年(および２年前・３年前)の合

否分布を見て，自分の得点や得点

率帯では，合格者・不合格者がそ

れぞれ何人出ているか？ 

科目・配点(配点比率)・ 
実質倍率 

志望校の２次試験科目のうち，得意科目・苦手科目は

どれだけ課され，それらの配点は？ 

共通テスト・２次試験のどちらを重視した配点か？ 

前年(および２年前)の実質倍率(＝受験者数÷合格者

数)はどのくらいか？ 

2026 年は３社が協同で自己採点結果を収集しますが，判定等の算出は，駿台・
ベネッセおよび河合塾がそれぞれ独自の方法・基準・知見に基づいて行います。
「データネット」では，当年受験者の共通テストの得点状況や志望動向，前年の
入試結果を中心に，最新の入試情報や地域ごとの状況，判定データ提供後の志願
動向予測などを踏まえて判定値を吟味・設定します。 
 特に注意が必要なのが，A～E の判定の意味が両者(駿台・ベネッセと河合塾)
で異なるという点。ベネッセの「データネット」では，「A判定：合格可能性 80％
以上」「B判定：60％以上 80％未満」「C判定：40％以上 60％未満」「D判定：20％
以上 40％未満」としています。同じ判定でも両者間でズレがあるということを
理解し，適切に判断してください。 


